
１ 国語 

学校番号 ４１７ 

令和２年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文Ａ 単位数 ２ 年次 ２ 

使用教科書 「現代文Ａ 改訂版」 （大修館書店） 

副教材等 
「常用漢字ダブルクリア三訂版 別冊徹底トレーニングノート 練習 A タイプ」

（尚文出版） 

１ 担当者からのメッセージ 

・2 年生では 1 年生で身に付けた基礎的な力を基に、社会人に必要となる国語の力を身に付ける

ことを心がけましょう。 

・近代以降の様々な文章を読むことによって「読む能力」を向上させるとともに、我が国の言語

文化に対する理解を深めましょう。 

・適切なコミュニケーションをとるために、意思を文章にまとめ、伝えるための力をしっかりと

身に付けてください。 

・予習として必ず本文を読んでおきましょう。授業の後には内容を振り返って復習してください。 

・担当者からの指示をよく聞き、提出物の期限は守りましょう。 

・定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

・目的や場にふさわしい語句を選んで、適切に思いや考えを表現することができる。 

・目的や場に応じて的確に文章の内容や構成、登場人物の心情を理解することができる。 

・人間関係において、互いを尊重し、相互理解を深め、正しく意思を伝え合うことができる。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 

・伝統的な言語文化に対する関心を持ち、国語を尊重する態度を育んでいる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 ｂ:読む能力 c:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う力を進ん

で高めるとともに、言語

文化に対する関心を深

め、国語を尊重してその

向上を図ろうとする。 

文章を的確に読み取った

り、目的に応じて幅広く読

んだりして、自分の考えを

深め、発展させている。 

伝統的な言語文化及び言葉の特

徴やきまり、漢字などについて

理解し、知識を身に付けている。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワークシート

等） 

記述の確認及び分析 

（ワークシート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワークシート等） 

定期考査 

小テスト 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a ｂ ｃ 
 

 

１
学
期 

未
来
を
見
つ
め
る 

【近代以降】 

 

教材： 

「どんな人になりた

かったか？」 

 

 

○ ◎ ○ 

a:文章の流れをつかみ、基礎

的な読解方法を身に付け

る。 

ｂ:具体例と抽象的な記述と

の関係を理解する。 

ｃ:人間に備わる「想像する

力」の重要性について、自

己の生き方に引き付けて考

える。 

ａ:行動の観察と確

認 

 

ｂ :記述の確認及

び定期考査 

 

ｃ:定期考査 

未
来
を
見
つ
め
る 

【近代以降】 

 

教材：  

「きっと叶いますよ」 

 
○ ◎ ○ 

a:随想的な要素を持つ評論の

読み方を身に付ける。 

ｂ:筆者が述べる「敬語」の用

いられ方について理解す

る。 

ｃ:日本語の特色である敬語

の持つ力や意味について理

解する 

a:行動の観察及び

記述の点検 

 

ｂ :記述の確認及

び定期考査 

 

ｃ:定期考査 

小
説
を
楽
し
む 

【近代以降】 

 

教材：「ざしきわら

し」 

 

○ ◎ ○ 

a:現代小説のおもしろさを味

わい、読解の仕方を身に付

ける。 

b:作者の別の作品と読み比

べ、共通点や相違点などに

ついて理解するし、小説の

語り手の存在について意識

しながら、全体の構成をつ

かむ。 

c:作品の主題を理解し、人や

人生に対する見方を深め

る。 

 

ａ、b:行動の観察 

 

ｂ :記述の確認及

び定期考査 

 

ｃ：定期考査 

２
学
期 

小
説
に
親
し
む 

【近代以降】 

 

教材：「山月記」  

 

○  ○ 

a:すぐれた短編小説の持つ緊

密な構成を理解し、鑑賞法

を身に付ける。 

b:原話の『人虎伝』や他の変

身譚と読み比べ、共通点や

相違点などについて理解す

る 

ｃ:漢文学を駆使した独特の

表現を理解する。 

 

ａ： 

行動の観察 

確認 

 

ｂ：記述の確認 

 

ｃ:定期考査 

 



２
学
期 

文
化
の
理
解 

【近代以降】 

 

 

教材： 

「文化と理解」 

 

 

 

○  ○ 

a:随想的な要素を持つ評論の

読み方を身に付ける。 

ｂ:国際化が進む現代社会に

おいて、日本人のコミュニ

ケーションのどういう点が

問題なのかを自らの問題と

して考え、書く。 

c:国や民族によってコミュニ

ケーションの文化に違いが

生じることについて理解を

深める。 

 

a:行動の観察及び

記述の点検 

 

ｂ:記述の確認 

 

ｃ :記述の確認及

び定期考査 

 

こ
と
ば
と
情
報 

【近代以降】 

 

教材： 

「和の思想、間の文

化」 
○  ○ 

a:随想の読解の仕方を身に付

ける。 

b:作品の主題に迫り、ものと

ことばのかかわりについて

自らの考えをまとめ発表す

る。 

c:文章の構成の特徴について

理解する。 

a、b:行動の観察 

 

c： 

記述の点検と確認

及び分析 

３
学
期 

小
説
を
味
わ
う 

【近代以降】 

 

教材： 

「その夜のコニャッ

ク」 
○ ◎ ○ 

a:近代の代表的な短編小説を

読解する。 

b：作者の別の作品と読み比

べ、共通点や相違点などに

ついて書く。 

ｃ:登場人物の人物像やその

心理描写に着目して小説を読

解する、小説世界を自己のも

のの見方や考え方に引きつけ

て考える。 

a、ｂ :行動の観察

及び記述の点検 

 

c: 

記述の確認と分析

及び定期考査 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度  ｂ:読む能力  ｃ:知識・理解 

  

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付け

て○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「読むこと」）に関わる観点には◎を付し

ている。 

 


